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標準塗装仕様

メタリック・2コートパールのポカシ塗料仕様
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●再編修する場合 8必す強制乾爆(60●X20分 )
を行つてから塗装して下さい。
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作業のポイント

補修塗業部より広めにSUウォッシュコンパウンド/

スコッチブライトP1000～P1200で水研ぎする
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カラーベース
十 四十回 的

クリヤー仕上げをする範囲に基るも  15回 転 15

(拾い塗り)
ブラサフ=Fを中心にうすく拾い塗り

(色ごめ)
うすく数回に分けてスケのないように

塗る。
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約10分

メタリックエナメルの指触宅煤後 少
しツヤが出るようにうすく拾て塗り
を行い 十分に乾爆させてから数回
≧り 肌を整える.各回のフラッシュ

オフは 指触乾燥以上十分にとる。

20回 転 110～ 15

クリヤーのボカンギワのザラツキ=|
にうすく吹き付け 肌を整える。
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(ボカンレベリング削)

十EEE
強制乾燥の場合よセッティング灼]0分

20℃×3時間以上またよ80℃×20分

ボカシギワの細かいザラツ■部にう
すく数回塗リ ツヤが均一に出る程
度に仕上げる。
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スーパーコンパウンドシステム

」ミ付着瑚几アレ言BよP1500～P2000

のベーパーまたは砥石で水研ぎする。

研ぎ部 ボカシ部 よスーパーコンパ

ウンド(研磨用)で磨き肌を整える。

更にスーパーコンパウンド(仕上用)
で磨きツヤを整える。(スポンジバフ
がよい)


